日本珪藻学会第３２回研究集会プログラム

期　　日：2012年11月3日（土）・4日（日）

会　　場：広島大学大学院理学研究科附属宮島自然植物実験所
（739-0543 広島県廿日市市宮島町三ツ丸子山1156-2外）
学会会長：真山 茂樹

集会会長：半田 信司

第１日　11月3日（土）
13：00　～　受付

13：55　　　開会　　学会会長・研究集会会長

≪講演：口頭発表　発表12分　質疑3分≫　　　　　　　　　　　【座長　伯耆晶子】

14：00　　(1) ○吉田野空海・鈴木秀和（海洋大・藻類）・南雲 保（日歯大・生物）・田中次郎（海洋大・藻類）
付着珪藻の自然個体群における細胞サイズの分布と増大胞子形成

14：15　　(2) ○三瓶ゆりか・鈴木秀和（海洋大・藻類）・南雲 保（日歯大・生物）・田中次郎（海洋大・藻類）
海産付着珪藻Hyalosira属の分類学的検討

14：30　　(3) ○中村憲章・真山茂樹（東学大・生物）
砂ペリフィトン性珪藻Leyanella sp.の葉緑体分裂と殻の微細構造
【座長　新村陽子】

14：45　　(4) ○李 宇航・鈴木秀和（海洋大・藻類）・南雲 保（日歯大・生物）・田中次郎（海洋大・藻類）
Sexual reproduction and fine structure of auxospore in Fallacia tenera
15：00　　(5) ○一柳昌史・鈴木秀和（海洋大・藻類）・南雲 保（日歯大・生物）・田中次郎（海洋大・藻類）
千葉県館山産の紅藻サンゴモ類に付着する珪藻類
15：15　　(6) ○宮内麻由美・鈴木秀和（海洋大・藻類）・南雲 保（日歯大・生物）・田中次郎（海洋大・藻類）
褐藻ホンダワラ類の付着珪藻相
15：30　　[写真撮影，休憩]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【座長　辻 彰洋】

15：50　　(7) ○Ekkachai Yana・Yuwadee Peerapornpisal（Environmental Science Program, Faculty of Science, Chiang Mai Univ.)・Shigeki Mayama（Department of Biology, Tokyo Gakugei Univ.）
Water quality and trend in using benthic diatoms as bioindicator in Yom River 2011-2012.
16：05　　(8) ○新村陽子（海洋プランニング株式会社）・山田 智（愛知県水産試験場）・竹内喜夫（愛知県水産試験場）・石樋由香（増養殖研究所）
三河湾一色干潟における赤潮発生時のアサリ消化管内容物の挙動

16：20　　(9) ○今野 進（九州大・院・理）・大串健一（神戸大）・西野茂人（JAMSTEC）・Richard W. Jordan（山形大）
北極海の海氷および生物地理学における植物プランクトン群集・サイズ変化
【座長　Richard W. Jordan】

16：35　　(10) 柳沢幸夫（産総研・地質情報）
輪島塗の下地（地の粉）に使用される珪藻土から産出した中期中新世の海生珪藻化石

16：50　　(11) ○阿部健太（山形大・理工・地球環境）・須藤 斎（名古屋大）・Catherine E. Stickley（Tromsø Univ.）・Richard W. Jordan（山形大）
始新世珪藻化石群集による古海洋復元
17：05　　(12) ○芝崎美世子（大阪市立大）・大塚泰介（滋賀県立琵琶湖博物館）・三田村宗樹（大阪市立大）
京都府離湖における付着珪藻群集

17：20　　(13) ○千葉 崇（筑波大）・小野 昭（明治大），公文富士夫（信州大）
珪藻遺骸群集から推定される完新世における広原湿原の形成過程
18：30　　[懇親会]
第2日　11月4日（日）
≪講演：ポスター発表≫　　　　　　　　    　　　　　　　　   【進行　鈴木秀和】

9：00　　(14) ○松岡孝典・南雲 保（日歯大・生物）
Diploneis gravelleana の微細構造について

9：10　　(15) ○堺 眞砂美（福工大・院・工）・川上満泰・天田 啓（福工大・工）
福岡市内汽水域の珪藻
9：20　　(16) ○鹿野寛哉（山形大・理工・地球環境）・Richard W. Jordan（山形大）
白亜紀後期～第四紀の海生珪藻化石Hemiaulus属の形態
9：30　　(17) ○佐藤善輝（九州大・院）・鹿島 薫（九州大）
珪藻化石群集から推定される静岡県東神田川低地の完新統後期の堆積環境変遷
≪ミニシンポジウム：珪藻はなぜ陸上植物にならなかったか　発表15分　質疑5分　≫　　　【進行　真山茂樹】

9：50　　(18) 半田信司（広島県環境保健協会)
陸に上がった藻類～陸上で生育する藻類の多様性とその生活～

10：10　　(19) 竹下俊治（広島大・教育）

　　　　　　　地衣共生による藻類の陸上での生存戦略
10：30　　(20) ○溝渕 綾・半田信司（広島県環境保健協会）・中野武登（広島生物環境研究所）
気生の珪藻類はどこにいるか？
10：50　　(21) ○真山茂樹（東学大・生物）・出井雅彦（文教大）・Paula C. Furey（St. Catherine Univ.）
水中から半気生的環境へ：FrankophilaとHygropetraに見られる形態の類似と相違
11：10　　総合討議

11：50　　学会会長・研究集会会長挨拶

11：55　　閉会

12：00　　珪藻採集会（16：00終了予定）
